










楽曲構成としては、異なる音楽的特徴を持つ変奏曲が第 1～第 5 ステージまで発展し、
第 6 ステージではそれまでのすべての要素を要約していることが確かめられた。また、各




















































































































































1973 年 6 月のある日、ピノチェトの軍事
クーデターの 3 ヶ月前、チリのサンチャ
ゴにある Palace of Finance の広場を歩い
ていると、一人のストリート・シンガー
















































サイクル 3 は抒情的、サイクル 4 は対立
的、サイクル 5 は同時性（最も自由に）、
そしてサイクル 6 は要約の要素を持って
いる。サイクル 6 の第 1 ステージでは、
それまでのすべての第 1 ステージの要約
でもあり、第 2 ステージでは前にあるす
べての第 2 ステージの要約である、など。 
作曲者が述べている楽曲構成を表にして、


















単純に Var.1 Var.2 Var.3 Var.4 Var.5 Var.6 
Cycle2 
リズム Var.7 Var.8 Var.9 Var.10 Var.11 Var.12 
Cycle3 
抒情的 Var.13 Var.14 Var.15 Var.16 Var.17 Var.18 
Cycle4 




Var.25 Var.26 Var.27 Var.28 Var.29 Var.30 
Cycle6 
要約 Var.31 Var.32 Var.33 Var.34 Var.35 Var.36 













































イクル 1 と 2）、次のセクション（サイクル 3 と
4）は Dm に留まり、最後のセクション（サイク




サイクル 1【各曲 24 小節】
Var.1: Dm, Var. 2: Am, Var.3: Em, Var.4: Bm, Var.5: F#m, 
Var.6:C#m 
サイクル 2【各曲 24 小節】
Var.7: G#m, Var.8: D#m, Var.9: Bbm, Var.10: Fm, Var.11: 
Cm, Var.12: Gm 
サイクル 3【各曲 24 小節】
Var. 13~18 すべて Dm 
サイクル 4【各曲 24 小節（Var. 24 のみ 24＋2）】
Var.19~24 すべて Dm 
サイクル 5
Var.25: Dm(48 小節), Var.26: Am(52), Var.27: Em(116), 
Var.28: Bm(56), Var.29: F#m(14), Var.30: C#m(72) 
サイクル 6【各曲 24 小節（Var.36 のみ 24+3）】
Var.31: G#m, Var.32: Ebm, Var.33: Bbm, Var.34: Fm, 
Var.35: Cm, Var.36: Gm 
テーマ【66 小節】Dm









36 小節で作り、4 小節のフレーズを 9 回（2 小















C のフレーズは繰り返される和音が pp から f
となり、その後、再び Chant’が始まる。Chant’
では、左手の半音階と右手のアクセントと共に、
ff の和音が力強くテーマを終える(Figure 4)。 
























（4 小節）が 8 分音符、ABB（12 小節）は 4 分
音符とスウィングのリズム（4 分音符と 8 分音
符の 3 連符）、A’B’B’（12 小節）は 8 分音符の 3






Var.1 はテーマと同じ D minor で書かれている
が、Figure 5 のように、同時に二つの音が鳴る
ことがない単旋律で書かれている。
Figure 5. Var.1, mm.1-8.（〇バス、□メロディ） 
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点描画のように音が並べられ、演奏家は鍵盤の






リズムに関しては、最初の 12 小節と最後の 4





Figure 6. Var.2, mm.1-8.（〇バス、□メロディ） 
Var.2 は D minor から五度圏の次の調となる A 
minor で書かれている（Figure 6）。Var.2 から





ばれた二つの 8 分音符）とスタッカートの 8 分
音符がスラーで繋がれ、バスの音と和声の音は






様に、Var.2 の後半は 16 分音符が使用され、動
きが活発になっている。
9 小節目からの第 3 フレーズでは、半音階が
初めて使われ、時々不安定な調性となる。その
後 A minor に戻るが、再び半音階を多用して
Var.2 を終える。Var.3 では、この曲にとって重
要となる音程の組み合わせである短 2 度と完全
5 度のモチーフ（転回形の長 7 度と完全 4 度も
含む）が多く出現する。これをピッチ・クラス
セットで表すと【0,4,5】である 15)。




曲に使うようになる。これは Allan Forte による
分類でヘクサコード 6-20 と呼ばれる音の並び
と同じで 15)、バルトークやスクリャービンなど
の 20 世紀の作曲家もよく使用していた。 






にも無調の音楽にも使用できる 6 音音階である。 







この曲で重要なモチーフとなる短 2 度、完全 5
度から成るヘクサコードをはっきりと示した。








に来る E minor になるであろう。 
この変奏曲の特徴は、あらゆる箇所に、ヘク
サコード 6-20 の特徴である短 2 度（長 7 度）、
完全 5 度（完全 4 度）が含まれていることであ
る（Figure 8）。3 連符（6 連符）のリズムパター





Figure 8. Var.3, mm.1-4. (m2/P5 のモチーフを示す） 
Var.4 は、調性音楽と無調の音楽との組み合わ
せになる。Var.3 から五度圏の次の調である B 
minor に自然に移り、短 2 度、完全 5 度の音程
を多用する。後半は 16 分音符の 6 連符になり、
曖昧な調性の中に明確な B minor でメロディが
力強く現れる。後半の詳細を見ると、まず 13～
14 小節目に、テーマの Chant（3～4 小節目）が
聞こえてくる(Figure 9 のアクセント音)。 
Figure 9. Var.4, mm.13-14.（メロディを示す） 
17 小節目からは、内声部に短 2 度、完全 5 度
を使い調性が明確でない音型が現れるが、それ
と同時に、テーマのメロディのＢフレーズが現
れ、B minor で歌われる（Figure 10）。つまり、
調性(B minor)と無調が共存し、見事に混ざって
いる例と言っても良いであろう。
















Figure 11. Var.5, mm.1-6. 
Var.5 はフレーズの構造も緩・急・緩のリズム
パターンもテーマと同じで、調性が明確である。














の冒頭部と Var.6 の対応部分を Figure 12
（Melton7）の Example 16 を一部改変して引用。
著者の論文 4)の Figure 9 を再録。）に示す。 
Var.1. mm. 1-2.     Var.6. mm. 1-2. 
Var.2. mm. 1-2.   Var.6. mm. 5-6. 
Var.3. m.1. Var.6. m.9. 
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Var.4. m.1 Var.6. m.13. 
Var.5. mm.1-3. Var.6. mm.17-18. 
Figure 12. Var.1~5 の冒頭部と Var.6 の対応部分 
Var.6 の最後の移行部である 4 小節は、それ以
前の曲とは対応していないが、テーマ C の 4 分































Figure 13. Var.7, mm.21-22.（〇バス、□メロディ） 
Var.8 は Var.4 のように対位法の技法で書かれ、
メロディを強調しながら、Var.7 よりも動きのあ
る曲となっている。前述した短 2 度と完全 5 度
のモチーフを多用しながら（Figure 14）、2 声
（mm.1-3）から 3 声（m.4）、そして 4 声（mm.5-12）
へと発展している。この曲はほぼ無調であるが、
10 小節目の 1 拍目が D# minor のⅢの音、3 拍目
がⅥ、12 小節目の 1 拍目がⅰ、3～4 拍目がⅤの
音になっており、D# minorの音が混ざっている。
この変奏曲の後半は f や ff の 4 声で音の厚みが
増している。最後の 4 小節は他の変奏曲と同様
に、前半のようなシンプルな音に戻っている。
Figure 14.Var.8, mm.1-2.（m2/P5 のモチーフを示す） 
Var.9 は突然、明確な Bb の調性で始まるが、
ほとんどの和音は根音と第 5 音のみを使い、第
3 音は省略されている。Bb の和音が休符ととも




20 小節目はテーマの chant の最後の 2 小節のメ
ロディの音が並び替えられている（Figure 15）。 
Figure 15. Var.9, mm.17-20. 
























Figure 17. Var.11, mm.1-6. 
Var.12 はサイクル 2 のそれまでの変奏曲の再




るが、この曲は G minor で 12 の短調の最後の調
となり、五度圏の 1 周を終える。 
（４）サイクル３
サイクル 3 とサイクル 4 に関しては、ここで
はそれぞれの変奏曲を詳細に述べることはせず、
それぞれのサイクル全体の特徴を要約して述べ













Melton7)が指摘しているように、Var.13 の 21 小
節目では”Bandiera Rossa”のメロディの断片が
聞こえてくる。Figure 18 にこの歌の最初の 6 小
節（Melton7）Example 20 の一部を引用）を示す。 
Figure 18. ”Bandiera Rossa,” mm.1-6. 






Figure 19, Var.13, m.24. 
（５）サイクル４






しさやヴィルトゥオーソの要素は Var. 24 の両
手で弾くトレモロの部分でピークとなる。
トレモロは「15 秒から 20 秒」と作曲者の指
定があり、Bb の音のトレモロをその長さ、演奏
する。「警報のように」と指示されたその音は、
fff から pppp までの音の強さをコントロールし
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Figure 20. Var.24, mm.17-20. 
その後の 8 小節は、音の断片が現れ、和声がゆ
っくりと動きながらサイクル 5 へ進む。 
（６）サイクル５







Var.25 は 48 小節から成り立ち、最初の部分は
Var.5 と同様に、スタッカートの和音の残響音を
ペダルで拾う奏法（ハーモニクス）を使用し、
この楽曲には珍しく 3/4 拍子である。Var.25 も









れているこの歌の冒頭を Figure 22 に示す
（Melton7）Example 29 の一部を引用）。 
Figure 22. ”Solidaritätslied,” mm.1-16. 
この歌の第 2 主題(Fig.22, m.11- )が Var.26 の 9～
20 小節に現れ、第 1 主題（Fig.22, mm.1-10）が
Var.26 の 21 小節目から右手に現れる。同時に、
左手の 8 分音符の 6 連符に短 2 度と完全 5 度の
モチーフ（ピッチセット【045】）が使われ、半
音階のバス進行が低音部に聞こえる（Figure 23）。











現れ、左手の動きはテーマ B の 4 分音符のウォ
ーキングベースで出来ている（Figure 24）。 
Figure 24. Var.27, mm.1-4.（〇半音階下行形、□m2/P5） 
二つ目の部分（mm.17～84）は、明確な E minor

















右手の 97～98 小節のメロディはテーマの B か
ら派生している。













1 巻第 1 番の Prelude と似た音型と和声進行が見
られ、意図的にこの変奏曲にバッハの偉大さを
表現しているようである（Figure 27）。
Figure 27. Var.28, mm.46-48. 
Var.29 はこの楽曲の中で最も小節数が短く、
最後のオリジナルの曲である。4～7 小節目、11
～14 小節目の右手にテーマの B フレーズが明
確に現れる（Figure 28） 
Figure 28. Var.29, mm.11-14.（□テーマＢフレーズ） 


















サイクル 6 はそれまでのサイクル 1～5 まで
の要約である。Var.31～35 は他のサイクルの同
じ位置に置かれている変奏曲を要約している。
つまり、G# minor の調の Var.31 は、それぞれの
サイクルの 1 曲目である Var.1、7、13、19、25
の要素を少しずつ組み合わせたもので、シンプ
ルに書かれている。Var.31は Var.1、 7、 13、 19、





同様に、Var.32 は 1～5 サイクルの 2 番目の変
奏曲、つまり、Var.2、8、14、20、26 を要約し、
一つ前の曲より動きが出てリズムが強調された
特徴を持っている。調は D# minor の代わりに
Eb minor となっている。Var.33 は Bb minor にな
り、各サイクルの 3 番目の変奏曲である Var.3、
9、15、21、27 を要約し、歌うようなメロディ
が特徴である。Var.34 は F minor で Var.4、10、
16、22、28 を要約した各サイクルの 4 曲目の曲
である。2 声のメロディ、対位法のテクニック
が使われている。Var.35 は C minor で 5 曲目の
Var.5、11、17、23、29 を要約し、ハーモニーに
特徴がある。Var.35、36 では Var.11 と同様に「口
－21－





最後の変奏曲である Var.36 はサイクル 6 の















くられる。テーマの 24 小節は 2 回、形を変えて
繰り返されるが、その間に 8 小節の中間部を挟
み、最後に 4 小節＋6 小節の終わりのフレーズ
が追加される形となる。最後のテーマは提示部





































られた。①短 2 度と完全 5 度のモチーフ（Allan 
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Frederic Rzewski’s The People United Will Never Be Defeated! 
Analysis of the Theme and 36 Variations 
Reiko Ishii1* 
1 Department of Child Studies, Faculty of Human Life Studies, University of Niigata Prefecture
* Correspondence, rishii@unii.ac.jp
This study examines The People United Will Never Be Defeated! composed by Frederic Rzewski, a 
prominent American composer-pianist, through an investigation of overall structure of the work and an analysis 
of the theme and 36 variations. This examination reveals the complexity and diversity of the work and how this 
complexity is related to the power of uniting the diverse groups of people. The theme is based on a Chilean 
revolutionary song,“¡El pueblo unido, jamás será vencido!” (The People United Will Never Be Defeated!), 
composed by Sergio Ortega, and Rzewski composed 36 variations from this theme. 
   It is clear that Rzewski achieves an incredibly elaborate formal plan for the entire work and the momentum 
from the first stage to the sixth stage represents how the Chilean people united to oppose the new power. An 
analysis of the theme and variations reveals that the whole music except for cycle 5 has three common musical 
features: the minor 2nd /perfect 5th motive (6-20 hexachord according to Allen Forte’s classifications), descending 
diatonic/chromatic bass line, and the circle-of-fifths sequence of the harmonic progression. These musical 
elements are used both in tonal and atonal variations so that the composer manages to maintain a certain unity 
through the lengthy work. 
   This work is a wonderful gift from the twentieth century and a landmark in the history of variations. The 
present study has aimed to introduce Rzewski’s piano works to pianists and audiences in Japan, and give them 
the opportunity to perform/understand his pieces. 
Key Words: Frederic Rzewski, people united, variations, 20th century music, piano music 
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